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「
暴
風
域
」
「
ば
か
も
の
」
「
狂
う
春
」

　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
臨
未
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）

「『
立
会
い
出
産
を
希
望
さ
れ
ま
す
か
─
─
は
い
／
い
い
え
』

に
ま
つ
わ
る
試
論
」　　
　

小
池
陽
慈
（
東
京
都
大
田
区
）

「
そ
う
だ
、
お
ま
え
が
、
穀
潰
し
。」

　
　
　
　
　
　
　
　

な
な
い
ろ　
（
岡
山
県
津
山
市
）

「
爪
の
先
を
見
る
」「
抽
斗
の
茄
子
」「
私
の
網
膜
」

　
　
　
　
　
　
　
　

草
野
理
恵
子
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　

「
う
ち
ゅ
る
き
ゅ
る
ス
庵
」「
葉
緑
体

か
あ
ち
ゃ
ん
」「
ぱ
ら
ぱ
ら
ま
か
れ
」

　
　
　
　
　
　

清
中
愛
子　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「
演
目
は
弄
ぶ
」

　
　
　
　
　
　

織お

り

わ和　

求も
と
む　

（
東
京
都
練
馬
区
）

　

第
七
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
に
多
数
の
御
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
今
年
も
日
本
全
国
お
よ
び
海
外
か
ら

五
九
八
名
と
い
う
多
く
の
方
に
ご
応
募
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

五
月
末
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
応
募
作
の
中
か
ら
、
ま
ず
選
考
委
員
会

予
選
担
当
に
よ
っ
て
第
一
次
予
選
、
第
二
次
予
選
、
第
三
次
予
選
の
選
考
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
通
過
し
た
作
品
を
対
象
に
、
九
月
一
一
日
、
嶋
岡
晨
、
松
尾
真
由

美
、
五
十
嵐
勉
の
各
選
考
委
員
に
よ
り
、
最
終
選
考
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
厳
正
な
審

査
の
結
果
、
以
下
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
も
す
ぐ
れ
た
作
品
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ひ
き
続
き
「
佳
作
」
と
し
て
よ
り

広
く
顕
彰
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

奨
励
賞
お
よ
び
佳
作
の
作
品
の
中
に
も
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
作
品
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
作
品
も
、
で
き
る
だ
け
「
文
芸
思
潮
」
ウ
ェ
ー

ブ
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
誌
上
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
御
期
待
く
だ

さ
い
。

　

現
代
詩
賞
の
授
賞
式
は
、
銀
華
文
学
賞
、
エ
ッ
セ
イ
賞
、
イ
ラ
ス
ト・漫
画
賞
と
併
せ
て
、

明
年
二
〇
一
二
年
一
月
二
十
八
日
（
土
曜
日
）
午
後
二
時
よ
り
東
京
都
大
田
区
下
丸
子

の
大
田
区
民
プ
ラ
ザ
で
行
な
う
予
定
で
す
。
受
賞
者
以
外
の
方
も
御
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
親
睦
を
兼
ね
て
、
お
誘
い
の
上
ぜ
ひ
御
来
場
く
だ
さ
い
。

　

第
八
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
は
、
明
年
も
今
年
と
ほ
ぼ
同
じ
要
領
で
募
集
を
行

な
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
五
月
三
十
一
日
で
す
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
御
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞
選
考
委
員
会
／
文
芸
思
潮

　

第
７
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞　
発
表

「文芸思潮」現代詩賞発表 第 7 回「文芸思潮」
　　　　現代詩賞

「
不
滅
の
春
」「
陽
炎
」「
白
燕
」　　

川
原　

歩　
（
神
奈
川
県
海
老
名
市
）

　
「
漂
流
物
Ⅱ
」「
し
」「
登
校
日
」　
高
市
宗
治　
（
福
岡
県
飯
塚
市
）

「
ご
ー
し
ち　

ご
」「/zw

ischen/

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
糸
ゆ
さ　
（
東
京
都
杉
並
区
）

「
二
十
一
世
紀
」「
石
の
糸
」「
け
れ
ど
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
澄
子　
（
徳
島
県
鳴
門
市
）

「
砂
の
街
」「
眠
り
貝
」「
渇
望
」
氷
魚　
　
　
（
千
葉
県
舟
橋
市
）

「
鬼キ
コ
ウ
ノ
ハ
ナ
ユ
メ
ヤ
ク
サ
イ
ノ
フ

交
花
夢
邪
歳
賦
」　　
　
　
　

佐
藤
駿
司　
（
滋
賀
県
大
津
市
）

「
天
道
虫
は
水
仙
の
よ
う
に
」
石
原
陽
平　
（
千
葉
県
千
葉
市
）

「
偽
犬
」「
新
し
い
赤
」「
夜
の
本
質
」
山
田
け
ん
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）

「
世
界
は
弔
い
の
脈
動
」「
イ
ノ
セ
ン
ス
」「
光*

告
解
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榊　

一
威　
（
山
形
県
寒
河
江
市
）

「
少
年
神
社
」「
朝
だ
っ
た
」「
い
ま　

こ
こ
で
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
く
ゐ　
た
か
を
（
東
京
都
多
摩
市
）

「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ア
ク
」「
は
る
の
ノ
ウ
ド
」「
ア
ザ
ラ
シ
の
皮
で
焚
火
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
疋
士
郎　
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

「
サ
イ
レ
ン
ト
・
ト
ー
ム
」「
ブ
ラ
ッ
ド
・
パ
ラ
ノ
イ
ア
」「
ゼ
ブ
ラ
・
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　

守　
　
（
岡
山
県
岡
山
市
）

「
恋
慕
」「
学
校
」　　
　
　
　
　

井
口
貴
史　
（
東
京
都
立
川
市
）　

　
　
　

優
秀
賞

第
７
回
「
文
芸
思
潮
」
現
代
詩
賞

当　
選　

奨
励
賞
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佳
作

「
浮
標
」「
白
昼
夢
」「
春
を
待
つ
」　　
　
　
　
　

冰
瀬　

憂　

「
大
海
原
」「
八
重
桜
の
回
想
」「M

E
R

R
Y

 C
H

R
IST

M
A

S

」
風
色
り
ん
ご

「
静
寂
」「
こ
も
り
う
た
」「
朝
が
来
る
ま
で
歌
お
う
」　　
川
田
政
通

「
う
し
な
わ
れ
て
ゆ
く
も
の
の
庭
」「
省
東
の
岸
」「
植
物
園
幻
想
」
岡
崎
よ
し
ゆ
き

「
背
景
が
絶
景
」「
処
女
懐
胎
」「
家
族
」　　
　

た
だ
な
ら
ぬ
お
と

「
笑
顔
」「
復
活
祭
」「
私
（
御
柱
幻
想
）」　　
　
　

清
水
一
美

「
赫
玉
湖
」「
は
る
の
し
ら
せ
」「
名
残
る
宙
空
」　

松
岡
希
草

「
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
３
丁
目
」　　
　　
　
　
　
　
　
　

千
石
知
佳

「
表
象
」「
回
想
１
」「
回
想
２
」　　
　
　
　
　
　
　

苅
田　

修

「
女
の
性
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ジ
コ
ジ
絵
理

「
小
火
き
ご
と
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
国
悠
吾

「
若
き
空
」「
あ
ら
ゆ
る
も
の
た
ち
」「
生
き
残
り
た
ち
」
雨
ノ
内
六
九

「
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
新
燃
岳
」「
原
子
の
火
」「
鎮
魂
、
故
郷
の
海
原
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

榮

「
源
五
郎
」「
卍
辻
」「
山
吹
」　　
　
　
　
　
　　
　

光
城
健
悦

「
指
先
」「
愛
憎
」「
マ
ジ
ッ
ク
」　　
　
　
　
　
　
　

か　

こ

「
な
い
て
い
る
の
は
だ
れ
」「
ほ
の
ほ
の
ほ
の
」　

い
ま
だ
ま
り
こ

「
二
度
と
な
い
」「
片
付
け
ら
れ
な
い
荷
物
と
燃
え
る
火
と
」　

白
井
や
よ
い

「
発
端
」「
い
つ
か
朝
が
来
て
」「
粒
子
」　　
　
　
　

山
崎
裕
子

「
春
の
化
身
」「
燃
え
る
頬
」　　
　　
　
　
　
　
　
　

中
野
理
子　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

選　

評

　

よ
り
熱
い
生
の
燃
焼
を

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
岡　

晨

　

清
中
愛
子
の
詩
。「
葉
緑
体
か
あ
ち
ゃ
ん
」
が
よ
か
っ
た
。
大
胆
な
造
語
、
発
想
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
平
凡
な
一
主
婦
（
の
よ
う
な
存
在
）
が
、
世
界
を
支
配
す
る
悪

辣
な
神
（
の
よ
う
な
も
の
）
に
変
身
す
る
、
そ
の
し
た
た
か
さ
が
い
い
。
換
言
す
れ
ば
、

母
胎
中
心
主
義
の
幻
想
の
魅
力
。
さ
ら
に
賢
治
詩
に
か
こ
つ
け
た
自
己
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
、

独
自
の
表
現
領
域
を
ひ
ら
い
て
い
る
。
ま
た
「
う
ち
ゅ
る
き
ゅ
る
ス
庵
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
は
、
奇
妙
で
わ
か
り
に
く
い
が
、
宇
宙
（
的
）
急
須
（
留
守
）
庵
…
…
と
い
う
よ

う
な
だ
じ
ゃ
れ
か
。
苦
し
い
ユ
ー
モ
ア
で
、
あ
ま
り
よ
く
な
い
が
、
こ
の
作
者
な
ら
で

は
の
奇
妙
な
表
現
と
い
え
な
く
は
な
い
。
内
容
は
な
か
な
か
の
も
の
で
、
一
個
の
急
須

の
中
に
一
人
の
女
の
世
界
を
夢
想
し
、
な
ん
だ
か
親
し
み
の
わ
く
《
空
間
》
を
作
者
は

つ
く
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
へ
ん
な
文
字
使
い
は
い
た
だ
け
な
い
が
、「
縄
星
人
」
を

飛
ば
す
よ
う
な
傍
若
無
人
ぶ
り
に
、
賭
け
て
み
た
く
な
っ
た
。
型
を
破
る
と
い
う
難
し

い
コ
ト
を
、さ
り
げ
な
く
や
っ
て
の
け
る
大
胆
さ
に
拍
手
し
よ
う
。こ
れ
か
ら
が
見
も
の
。

　

織お
り
わ和

求も
と
むの

詩
。「
演
目
は
弄
ぶ
」─
─
主
題
や
目
的
意
識
の
曖
昧
な
詩
が
多
い
な
か
で
、

技
法
も
そ
の
表
現
の
狙
い
も
し
っ
か
り
決
ま
っ
て
い
る
。
ト
書
き
め
く
冗
長
さ
は
あ
る

が
、
演
劇
的
設
定
が
作
者
の
思
惑
に
よ
く
適
合
。
救
い
が
た
い
精
神
様
態
、
病
む
現
代

人
の
生
態
が
、〈
役
〉
と
し
て
の
人
物
設
定
に
よ
っ
て
鮮
明
に
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

福
田
臨の

ぞ
み未

の
「
狂
う
春
」。
否
み
が
た
い
作
品
全
体
の
青
春
性
に
ひ
か
れ
る
。
や
や

型
ど
お
り
の
自
己
演
出
と
い
う
印
象
が
の
こ
る
が
、
常
識
的
で
も
心
情
の
あ
る
一
点
に

深
く
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
は
、
重
要
。

　

小
池
陽よ

う
じ慈

の
「『
立
会
い
出
産
を
希
望
さ
れ
ま
す
か
─
─
は
い
／
い
い
え
』
に
ま
つ

わ
る
試
論
」。
少
な
か
ら
ず
前
衛
ぶ
っ
た
気
取
り
は
嫌
み
だ
が
、
複
雑
骨
折
め
い
た
構

想
へ
の
狡
知
は
現
代
人
の
日
常
の
な
か
の
異
常
心
理
を
よ
く
反
映
。
頭
で
の
た
く
ら
み

が
そ
の
ま
ま
詩
的
イ
メ
ー
ジ
に
化
し
た
よ
う
な
技
法
は
、
か
な
り
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。

　

草
野
理
恵
子
の
「
抽
斗
の
茄
子
」。〈
茄
子
〉
の
意
味
が
よ
く
掴
め
な
い
ま
ま
、
奇
抜

な
感
覚
表
現
の
展
開
に
忘
れ
が
た
い
も
の
を
感
じ
た
。
リ
ク
ツ
を
い
え
ば
存
在
の
観
念

を
生
理
へ
と
転
化
す
る
お
も
し
ろ
さ
か
。
見
る
こ
と
が
オ
ブ
ジ
ェ
へ
即
同
化
す
る
妙
味
。

だ
ら
け
た
直
喩
も
ヘ
ン
な
効
果
を
生
ん
で
い
る
。

　

な
な
い
ろ
の
「
そ
う
だ
、
お
前
が
、
穀
潰
し
。」
─
─
土
俗
的
な
生
活
の
リ
ア
リ
テ

ィ
が
い
い
。〈
穀
潰
し
〉
の
よ
う
な
古
い
言
葉
が
、働
く
喜
び
な
ど
と
は
無
縁
な
若
者
の
、

精
力
の
や
り
場
も
な
い
〈
生
〉
の
恨
み
つ
ら
み
に
つ
な
が
っ
て
燃
焼
し
て
い
る
。
い
わ

ば
新
し
い
「
農
民
詩
」
の
一
種
で
あ
る
。

　

今
回
も
多
く
の
ユ
ニ
ー
ク
な
個
性
に
出
会
い
、
選
者
と
し
て
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
た

し
、
現
代
詩
の
あ
り
方
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
改
め
て
私
は
自
分
に
問
い
か
け
る
─
─

詩
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
鬼
面
ひ
と
を
嚇
す
式
の〈
驚
き
〉も
大
い
に
必
要
だ
ろ
う
が
、「
人

間
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
、
心
の
深
部
か
ら
答
え
る
よ
う
な
〈
真
実
の
声
〉
も
必

要
だ
ろ
う
。
表
現
意
欲
ば
か
り
先
行
し
た
〈
祈
り
〉
の
な
い
、
上
ず
っ
た
言
葉
ば
か
り

で
も
空
し
い
だ
ろ
う
。
一
篇
に
、
一
行
に
、
一
語
に
、
い
の
ち
を
か
け
る
よ
う
な
熱
い

全
身
的
な
挑
戦
─
─
な
ど
と
い
う
の
は
、
古
臭
く
て
ハ
ヤ
ら
な
い
の
か
。
い
や
、
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
。
最
終
的
に
は
〈
修
辞
〉
を
超
え
た
、
人
生
の
あ
り
方
、
詩
人
の
い
の

ち
の
燃
焼
度
が
関
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
わ
た
し
（
よ
れ
よ
れ
の
七
十
九
歳
の

三
文
詩
人
）
は
、
そ
ん
な
呟
き
を
も
ら
し
て
い
る
。
さ
て
、
若
い
み
な
さ
ん
は
い
か
が
。

選　評 第 7 回「文芸思潮」
　　　　現代詩賞

しまおか　しん

1932 年高知県生まれ
　詩人　フランス文学者
　53　大野純らと「獏

ばく

」を
創刊　形而上学的な叙情詩
をめざす
　65「永久運動」で岡本弥
太賞
　99「乾杯」で小熊秀雄賞
　元立正大教授
著作に「嶋岡晨詩集」「現
代詩の魅力」小説「裏返し
の夜空」評論「詩とエロス
の冒険」翻訳に「エリュア
ール選集」などがある

フ
ァ
ミ
リ
ー
賞

「
弁
当
箱
」「
海
」「
画
用
紙
」　　
　
　
　
　
　
　
　

い
ち
ご

「
木
漏
れ
る
ひ
か
り
を
」「
雪
」「
人
魚
」　　
　
　
　

岡
素
雅
子

選考会風景


